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同居されているかたがおられるのならば、できますれば皆さんでお読みください

祠
堂
経
会

案

内

号

祠堂経会厳修
二〇二三年六月十八日午前九時三十分より

十九日午後三時三十分まで

し ど う き ょ う え

６月 18 日 ( 日 ) 

  午前の部、 並びに祠堂のお勤め

      午前９時 30 分より

  尼講のお勤め  午後 1 時 30 分より

  
６月 19 日 ( 月 ) 

  午前の部   午前９時 30 分より

  午後の部   午後 1 時 30 分より
（午前の部 11 時 30 分頃　午後の部 3 時 30 分頃終了予定です）

　

※18 日は尼講によるオトキ （昼食） がございます。

東老田尼講員以外でオトキをご希望の方は実費にて

お分けします。 6 月 12 日までに住職に申し出てく

ださい。

※それぞれのお勤めのあとに法話があります。

法話は両日とも鷲尾祐恵さん ( 富山教務所勤務）

がされます

※感染症対策を各自でされてお越しください。

  マスクに関しては各自でご判断ください。

どなた様もお参りできます、 お気軽にどうぞ。

皆さんといっしょに
お念仏のみ教えを聴聞いたしたいと思っています。

できれば、 ご近所の方々をお誘いの上お参りください。 　

お待ちいたしております。
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祠堂経会を当寺で勤めさせていただきますので、
6月18日（日）～19日（月）は皆様のお宅への月参り

は休止します。
祠堂経会のお勤めと併せて本堂にてお勤めさせていただきますでの是非と
も祠堂経会にお参りください。ご理解いただきますよう御願いいたします。
　
またどうしてもと言われる方は前もってお寺まで電話ください。日の変更
などの対応をさせていただきます。

常入寺では祠堂を常時受け付けています。お寺に寄付することを祠
しど う

堂といい
ます。身内が亡くなられたことを縁として祠堂されることが多いです。祠堂を
なぜされてきたのかということを考えればそれはひとえに仏教 ( お釈迦さまの教
えが ) がいつまでも相続されるように、多くの人にとどくようにという思いから
されてきたと思っています。祠堂される方の思いということもあるのでしょう
が、それ以上に今亡くなられた人が願われてきたこととして、その思いを受け
継いでこられたのでしょう。
　いつ祠堂すればよいのですかと聞かれることがありますが、寄付ですので、
しなければいけないこともありませんし、いつということも決まってはいませ
ん。思い立ったときお寺にお持ちいただければありがたいです。また金額につ
いてもお気持ちをお入れくだされれば結構です。決して多い少ないということ
はありません。祠堂しようというお気持ちがなによりお寺にとってこの上ない
喜びですから。
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、
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な
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な
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葉
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。
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、
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葉
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